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４月定例教育委員会会議録 

公開案件  

開催日時 令和３年４月２０日（火） 午前１０時から 

開催場所 奈良市役所 中央棟地下１階 地下会議室 

出 席 者 

委

員 

北谷教育長、都築委員、畑中委員、柳澤委員、梅田委員 

【計５人出席】 

事

務

局 

沖本補佐、小林主任、三上、外良 

理

事

者 

【教育委員会】 

増田教育部長、福山教育部次長、垣見教育部次長、吉田教育監、石

原教育センター所長、五味原教育政策課長、黒田教育総務課長、川

端教育施設課長、山田教職員課長、細川地域教育課長、松浦文化財

課長、伊東学校教育課長、久保田いじめ防止生徒指導課長、中川保

健給食課長、新田教育支援・相談課長、片岡中央図書館長、池本一

条高等学校事務長 

 

【市長部局】 

佐藤保健所長 

開催形態 公開（傍聴人 ２人） 

議  題 

１ 教育長報告 

 （１）令和４年度使用奈良市立高等学校教科用図書採択の基本方針に 

    ついて 

２ 議案 

議案第１号 奈良市教職員分限懲戒審査委員会委員の任命について 

議案第２号 奈良市教育委員会の職員の職に関する規則等の一部改正

について 

議案第３号 奈良市文化財保護審議会委員の解嘱及び委嘱について 

議案第４号 奈良市立学校設置条例の一部改正について非公開  

３ 協議事項 

新型コロナウイルスの感染拡大防止に係る奈良市立学校の対応につい

て 

４ 請願 

請願第１号 奈良市立小中学校の臨時休業その他の適切な措置を求め

る請願 
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請願第２号 新型コロナウイルス感染症急速拡大に係る緊急請願 

決定取り纏

め事項 

１ 教育長報告 

 （１）令和４年度使用奈良市立高等学校教科用図書採択の基本方針に 

    ついては、了承した。 

２ 議案 

議案第１号 奈良市教職員分限懲戒審査委員会委員の任命については、

可決した。 

議案第２号 奈良市教育委員会の職員の職に関する規則等の一部改正

については、可決した。 

議案第３号 奈良市文化財保護審議会委員の解嘱及び委嘱については、

可決した。 

議案第４号 奈良市立学校設置条例の一部改正については、可決した。 

３ 協議事項 

新型コロナウイルスの感染拡大防止に係る奈良市立学校の対応につい 

ては、意見交換・協議した。 

４ 請願 

請願第１号 奈良市立小中学校の臨時休業その他の適切な措置を求め

る請願については、請願書文中の「２ 趣旨及び理由」中、

「感染状況が緩和され、又は奈良県における医療体制の拡

充等が行われるまでの期間、学校保健安全法第 20 条に基

づき、奈良市立小中学校を臨時休業とすること」を除き、

採択した。 

請願第２号 新型コロナウイルス感染症急速拡大に係る緊急請願につ

いては、採択した。 

担 当 課 教育政策課 

議事の内容 

教 育 長 

 

 それでは、皆さん、おはようございます。 

 定時になりましたので、令和３年度４月定例教育委員会を始めさせてい

ただきます。 

 皆さんおそろいでしょうか。 

 最初に、奈良新聞社より取材の申出がありましたので、取材を許可いた

します。 

 本日は、令和３年度初めての定例教育委員会でございます。新年度に当

たり、教育委員会事務局職員に異動があり、本日、初めてこの会議に出席

いただく方もいらっしゃることから、紹介を申し上げたいと思います。 

 私から、教育委員の皆様を紹介させていていただきます。 

 最初に、都築委員でございます。 

 

都 築 委 員  どうぞよろしくお願いいたします。 
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教 育 長  次に、畑中委員でございます。 

 

畑 中 委 員  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  次に、柳澤委員でございます。 

 

柳 澤 委 員  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  次に、梅田委員でございます。 

 

梅 田 委 員  よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  次に、教育部の紹介を、教育部長により順次お願いをしたいと思います。 

 課長につきましては、新しく転課してきた課長のみのご紹介をお願いし

ます。 

 なお、教育委員会の補助執行部であります子ども未来部の理事者につい

ては、本日は案件がございませんので、後日紹介とさせていただきます。 

 教育部長、次長、政策課長、教育支援・相談課長、一条高校事務長、中

央図書館長の順で自己紹介をよろしくお願いいたします。 

 

教 育 部 長  ４月から教育部長を拝命いたしました増田と申します。よろしくお願い

いたします。 

 あと、新任の次長、課長につきましては、本人のほうから自己紹介させ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

教育部次長  ４月から教育部次長を拝命いたしました福山でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

教育部次長  同じく教育部次長を拝命しました垣見でございます。よろしくお願いい

たします。 

 

教育政策課長  教育政策課長を拝命いたしました五味原でございます。よろしくお願い

いたします。 

 

教育支援・相談課長  教育支援・相談課長を拝命いたしました新田でございます。よろしくお

願いいたします。 

 

中央図書館長  中央図書館長を拝命いたしました片岡でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

一条高等学校事務長   一条高等学校事務長を拝命いたしました池本でございます。どうぞよろ
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しくお願い申し上げます。 

 

教 育 長  どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

教 育 部 長  本日の案件の関係者といたしまして、保健所長を出席させたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

 

教 育 長  はい。 

 それでは、始めさせていただきます。 

 まず、事務局より資料の説明をお願いします。 

 

事 務 局  本日の資料につきましては、既にお渡ししているとおりでございます。 

 

教 育 長  本日の委員会は、委員全員が出席しており、委員会は成立します。 

 ただいまから、４月定例教育委員会を開会いたします。 

 本日の会議録署名委員は、私と都築委員でお願いします。 

 次に、会議録の確認を行います。 

 令和３年３月臨時委員会の会議録の署名委員は、柳澤委員、令和３年３

月定例教育委員会の会議録の署名委員は、梅田委員でございます。柳澤委

員、梅田委員、いかがでしょう。 

 

栁 澤 委 員 結構です。 

 

梅 田 委 員 結構です。 

 

教 育 長 ありがとうございます。 

 案件に入る前に、２名の方から傍聴の申出があり、傍聴規則第２条及び

３条の規定に基づきまして２名の傍聴券を交付いたしましたので、ご報告

を申し上げます。 

 それでは、傍聴人の方をお呼びください。 

 それでは、本日の案件に入ります。 

 本日の案件は、教育長報告１件、議事４件、協議事項１件、請願２件の

計８件でございます。 

 本日の案件のうち、議案第４号は議会の議決を経るべき案件であるため

非公開として審議すべきであると思いますが、いかがいたしましょうか。 

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号は非公開とすることに決定いたしました。 

 それでは、公開の案件から始めます。 



5 

 

 まず、教育長報告（１）令和４年度使用奈良市立高等学校教科用図書採

択の基本方針について、学校教育課長より説明願います。 

 学校教育課長。 

 

学校教育課長  失礼いたします。 

 令和４年度使用奈良市立高等学校教科用図書の採択についてご説明を

申し上げます。 

 高等学校では、各教科、科目が細かく分かれており、また、使用する教

科用図書の内容は専門性が高いものとなっております。そこで、奈良市立

高等学校の教科用図書の採択につきましては、平成２９年度に見直しを行

いまして、教育委員の皆様には、基本方針に基づいて調査研究や採択事務

が正しく行われているか、また、選定委員会から提出される報告書の内容

や、以前に使用していたものとどのような違いがあるのかをご確認いただ

くという、そういった視点でご審議をいただいてまいりました。そして、

一条高等学校が採択希望をする教科用図書がふさわしいものであるかを

ご判断いただき、最終的に採択をしていただくこととしております。 

 本年度も同様に採択を進めてまいりたいと考えております。 

 それでは、１ページ目をご覧ください。 

 教科用図書採択の基本方針でございます。 

 この方針の１と２につきましては、教科用図書採択の権限が奈良市教育

委員会にあること、奈良市教育委員会のその権限と責任において公正かつ

適正な採択を行うことを、ここに示しております。 

 ３におきましては、目録に登載されている教科用図書の中から採択する

ことについて示しております。その中で、一度採択された教科用図書が高

等学校用教科書目録に登録されている間は、原則として４年間継続して採

択するものとします。これは、高等学校の場合、今年度のように学年ごと

の大幅な改訂がほぼ４年に一度行われること、また、毎年違う教科書を使

用することにより内容の配列が変わること等の混乱を避けるため、目録に

登載されている間は一定の期間、継続して採択しようとするものでござい

ます。 

 ただ、内規的要素といたしまして、採択から４年に満たない場合であっ

ても、例えば全く新しい教科書が目録に登載され、高校の実態等に応じて

それらのほうがより適切であると判断されるような場合は、採択替えをす

ることも可能と考えております。 

 ４におきましては、採択の留意点を４点にまとめております。 

 その中でも、（１）につきましては、昨年度に策定されました奈良市教

育大綱と教育振興基本計画を基にするということでございます。 

 また、（３）に設置予定の附属中学校の教育活動を踏まえることという

点を加えております。 

 ５におきましては、情報開示、採択の手続等に関する留意点を示してお

ります。 
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 以上、奈良市立高等学校教科用図書採択の基本方針といたします。 

 次に、２ページをご覧ください。 

 こちらには、奈良市立高等学校教科用図書採択の手順を示しておりま

す。 

 研究部会で調査研究した内容を基に、選定委員会で審議し、研究結果報

告として希望する教科用図書が報告されます。報告を受け教育委員会で審

議し、臨時教育委員会において採択を決定するという流れになっておりま

す。 

 また、資料の３ページから６ページには、採択に関わる規則及び関係要

領を資料としてここに載せております。 

 ７ページ目以降につきましては、採択に係る流れ、名簿、報告書の様式

一式等を資料として添付いたしております。 

 以上のことを踏まえまして、今年度の奈良市立高等学校の教科用図書採

択を進めてまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 市立高等学校の教科用図書の採択は毎年やっているわけですけれども、

来年度の入学者から新指導要領が適用され、採択の数も増えるということ

の中で、今までどおり中身の専門性についてはしっかり研究を学校でやっ

ていただき、その採択が適正に行われているかというようなことを、大き

く俯瞰して見ていただくというふうになっております。 

 この件に関して、ご質問等ございましたらよろしくお願いします。 

 柳澤委員。 

 

柳 澤 委 員  １点だけ。 

 最初４年間継続して使うという決定で、変えることもあるといって、令

和７年度から新しい形の高等学校の学科になるんで、外国語科がなくなり

一本になるということなので、将来計画ですね、今、確定的でなくて結構

なんですが、令和６年度に教科書採択、高等学校としてやるとすると、少

し考え方、方針などが変わる可能性があるんでしょうか。 

 

教 育 長  課長。 

 

学校教育課長  そのことにつきましては、高校につきましては、毎年採択をしていくと

いうところが、まず基本でしたので、今、委員がおっしゃられたことにつ

いては、来年度の構想を踏まえた教科書採択になってまいるというふうに

思います。 

 それから、あと、教育大綱であったり、それから振興基本計画というも

のが、先５年後というところになりますと、今おっしゃった年度が含まれ

るということになりますので、そのあたりも総合的なものとして、観点と
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して入ってまいるかというふうに思っております。 

 

柳 澤 委 員  ありがとうございます。 

 

教 育 長  都築委員。 

 

都 築 委 員  教科用図書の採択に当たっての留意点というところで、先ほどの説明が

ありました設置予定の附属中学校の教育活動を踏まえるということ、一条

高校自体が、ここ３年ほど前ですかね、学校ビジョンが大きく変わりまし

て、例えば教育目標ですとか目指す生徒像の中で、教科融合、Ａｒｔｓ－

ＳＴＥＭ教育により文理統合型の考える力を持った生徒を育成するとい

うようなことがありますけれども、そうした新たな目標を達成するという

観点から、何かこの教科書採択に関わりましても新たな視点といいましょ

うか、考え方の変化というようなところはあったのでしょうか。 

 

学校教育課長  お答えさせていただきます。 

 この採択に当たっての留意点としまして、学習指導要領の趣旨や奈良市

教育大綱、それから振興基本計画に即したものであることというところが

一番に入れてあるんですけれども、そこにつきましては、高校につきまし

ては、学習指導要領が来年度から適用されるという観点がありますし、そ

して、おっしゃっていただいたように、一条高校の将来像というところに

ついては、大きな計画、それから大綱の中にも含まれていくことになると

考えられますので、その部分が、昨年度策定されたということも踏まえた

という観点においては、今おっしゃったようなところが含まれているとい

うふうに考えているところでございます。 

 

都 築 委 員  分かりました。ありがとうございます。 

 

教 育 長  ほか。 

 梅田委員。 

 

梅 田 委 員  教科書の採択に当たって、適正な形での審査を行っていただければとい

うふうに思いました。 

 研究部会において、具体的に調査研究を行っていく上においては、その

内容については、基本方針の４に示されているような内容について具体的

に調査研究を進めていただき、そして、選定委員会を経ながらで、私たち

のほうへもそのような報告ということで上がってくる手順になるんだろ

うと思いますけれども、ただ、今、お話にも出てましたし、教育大綱や基

本計画の中にも十分に含まれていることではあるんですけれども、学びに

向けた学習環境というものは、一条高校においてもワン・ツー・ワンとい

うことが全面的に進んでいるという、そのような状況の中で、全国的に見
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てもこのデジタル教科書の活用に向けた動きが進んでいるという状況を、

教科の特性も踏まえながらではありますけれども、どのような観点を持っ

て学校としての教育目標に沿う形で教科書選定に当たったのか、そういう

審議の状況も併せて調査研究をしていただければありがたいかなという

ふうに思っております。 

 以上、よろしくお願いします。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 今、梅田委員おっしゃった、あれですよね、単に教科書を今までのよう

に合ってるかとかいう、子供の実態にということだけじゃなくて、今おっ

しゃったようなワン・ツー・ワンの問題であるとか、教育目標とか、その

真意を、どういうふうに一条高等学校の教育の目標に向けて、その教科書

をいかなる審議を経てそれに一番適しているのかというところを、しっか

り記録に残して審議の過程を明確にしていただきたいということでした

ので、そこは非常に大事な作業だろうと思いますので、しっかりまた事務

局のほうでお願いしたいと思います。 

 よろしいですか。 

 それでは、この件については、これでご意見がないようですので、教育

長報告（１）令和４年度使用奈良市立高等学校教科用図書採択の基本方針

については、了承いたします。 

 次に、議事に入ります。 

 議案第１号 「奈良市教職員分限懲戒審査委員会委員の任命について」、

教職員課長より説明願います。 

 

教職員課長  資料をご覧ください。 

 この４月１日に着任された奈良市法令遵守監察監中岡伸一氏を委員に

任命しようとするものです。 

 前回の教育委員会で、３名の方に委嘱をいただきました。その方たちと

同様に、任期を令和５年３月３１日までとする予定になっております。ご

審議をよろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  前回の教育委員会で３名をご承認をいただいたということで、ご議決い

ただきました。残り１名が着任をされてなかったということでございまし

たので、中岡氏を、法令遵守監察監ですが、そこに充てるということでご

ざいます。 

 ご質問等ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ご意見がないようですので、議案第１号 「奈良市教職員分

限懲戒審査委員会委員の任命について」、採決いたします。 

 本案を原案どおり可決することに決しましてご異議ございませんか。  

 

各 委 員  異議なし。 
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教 育 長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号は原案どおり可決することに決定をいたします。 

 次に、議案第２号 「奈良市教育委員会の職員の職に関する規則等の一

部改正について」、教職員課長より説明願います。 

 

教職員課長  資料１ページ目の例規制定改廃調書をご覧ください。 

 制定改廃の理由ですが、職員を柔軟かつ適正に配置するため、市長部局

で職員の職の見直しが行われ、関連規則の改正により職の区分を変更する

とともに、職種名の変更及び削除が行われました。これに伴いまして、教

育委員会においても同様に職の区分を変更するとともに、職種名の変更、

追加及び削除を行うため、関連規則を改正しようとするものです。 

 制定改廃の概要ですが、規則につきましては４つ。１つ目が、奈良市教

育委員会の職員の職に関する規則について、もう一つが、奈良市立学校教

職員安全衛生規則について、学校教育法施行細則について、奈良市立学校

の管理運営に関する規則について、この４つにつきまして改正を行いま

す。 

 ２ページ目をご覧ください。 

 奈良市教育委員会の職員の職に関する規則、こちらにつきましては、ま

ず、職員の区分ですが、技能職員と業務職員になっておりましたのを、技

能労務職員に併せて一つにいたします。別表のほうの職種ですけども、こ

ちらの事務職員のところに保育教育士を追加いたします。技術職員のとこ

ろの栄養士を削除し、管理栄養士、臨床心理士を追加いたします。技能職

員、業務職員を一つにしまして、技能労務職員としまして、職種につきま

しては、公用車管理業務員、実習助手、用務員、給食調理員といたします。 

 次に、奈良市立学校教職員安全衛生規則についてですけども、ここのと

ころは、業務職員と書いていますところを技能労務職員に改めます。あわ

せて、実習助手が技能労務職員に含まれることになりますので、実習助手

を削除いたします。 

 続いて、学校教育法施行細則ですが、こちらも同じく、業務職員を技能

労務職員に改めます。あわせて、実習助手を削除いたします。 

 次に、奈良市立学校の管理運営に関する規則ですが、こちらも業務職員

を技能労務職員に改め、実習助手を削除いたします。 

 改正内容は以上でございます。 

 ご審議よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  各職種名を一つに呼称するというか、その職種名に改めることと、新た

に今までなかった、例えば管理栄養士であるとかを新たに付け加えたとい

うようなことを、それぞれの規則の中で見直しをかけましたということで

ございます。 

 この件に関しまして、ご質問等ございませんでしょうか。よろしいでし
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ょうか。規則の文言の変更というか、呼び名の変更ということですね。 

 それでは、ご意見がないようですので、議案第２号 「奈良市教育委員

会の職員の職に関する規則等の一部改正について」、採決いたします。  

 本案を原案どおり可決することに決しましてご異議ございませんでしょう

か。 

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  ありがとうございます。異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号は原案どおり可決することに決定をいたしました。 

 続きまして、議案第３号 「奈良市文化財保護審議会委員の解嘱及び委

嘱について」、文化財課長より説明願います。 

 課長。 

 

文化財課長  資料の１ページをご覧ください。 

 解嘱しようとする委員は島田委員で、職場でありました奈良文化財研究所

をこのたび退官されましたので、これに伴い委員のほうも解嘱となってござ

います。 

 これに伴いまして、新たにその建造物の室長になられました大林さんを新

たに審議会の建造物の専門委員として委嘱しようとするものでございます。 

 以上でございます。審議のほどよろしくお願いします。 

 

教 育 長  保護審議会委員の方で、退職をされたということで、大林さんを新たに

任命します。そして、任期は残任期間ですね、令和４年１０月３１日とい

うことでございます。 

 何かご質問等ございませんでしょうか。 

 都築委員。 

 

都 築 委 員  委嘱に関しては、これで結構かと思います。 

 奈良市の場合、保護、それから活用すべき文化財の数も種類も非常に

様々だと思うんですけれども、備考欄にそれぞれの先生の専門性を書いて

いただいておりますが、大体これで全て網羅できているんでしょうか。こ

このところがちょっと手薄であるとか、もう少しこういう人材が欲しいと

いうようなところは、今の時点では特にございませんでしょうか。 

 

文化財課長  保護審議会委員の方で、個別にこれだけそれぞれの専門の先生方に入っ

ていただいているのは、奈良県内でも奈良市ぐらいだと思います。 

 分野的に言いますと、例えば天然記念物に関しましては、これ、植物の

専門の方ですけども、実は天然記念物には動物というのもありますけれど

も、奈良市で直接扱っておりますものはほとんど動物としてはありません

ので、入っておられません。今入っておられる先生の専門の分野で、ほぼ
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奈良市の文化財に対して、分野としては網羅できているのではないかと思

います。 

 

都 築 委 員  ありがとうございます。 

 すばらしい人材がそろっていらっしゃるということかなというふうに

思いました。ありがとうございます。 

 

教 育 長  ほか、よろしいでしょうか。 

 それでは、ご意見がないようですので、議案第３号 「奈良市文化財保

護審議会委員の解嘱及び委嘱について」、採決をいたします。  

 本案を原案どおり可決することに決しましてご異議ございますか。  

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号は原案どおり可決することに決定いたしました。 

 それでは、次に、協議事項に入ります。 

 本日の協議事項のテーマは、新型コロナウイルスの感染拡大防止に係る

奈良市立学校の対応についてでございます。 

 まず、奈良市の新型コロナウイルス感染症の現状等について、保健所長

から説明をお願いし、引き続き、現在奈良市立小中学校で実施している対

策、今後予想される対応について保健給食課長から、そして、児童生徒の

学びの保障の観点や学校運営等について学校教育課長から、そして、バン

ビーホームの対応については地域教育課長から、それぞれご説明をお願い

します。 

 それでは、まず、保健所長、よろしくお願いいたします。 

 

保 健 所 長  奈良市健康医療部、また、奈良市保健所の佐藤でございます。 

 新型コロナウイルス感染症の現状につきましてご説明を申し上げます。 

 お話のほう進めさせていただきます。 

 また、事務局のほうより資料を用意していただきました。 

 １枚目が、日本全国及び東京都における新規陽性者数の推移というＡ４

横長のものでございます。これを適宜使いたいと思いますので、この資料

等をお手元に置いていただきたいと思います。 

 質問項目として事務局のほうより頂いておりますその項目に従いまし

て説明をさせていただきます。 

 全国の感染状況でございます。日本全国及び東京都におけるとタイトル

を打ちました資料１ページ目をご覧ください。 

 まず、棒グラフの下のほうの黒く写る帯状のものが東京でございまし

て、１月７日の吹き出しがついております。この時点で、１都３県に緊急

事態宣言が発出され、１３日には、その対象地域が拡大されました。この
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とき、人口１０万人あたりの感染者数が８０程度でございます。ここまで

上昇しておりましたが、徐々に低下を見ておりまして、グラフ右のほう、

３月上旬には１０万単位１５まで下がりました。３月２１日、緊急事態宣

言が解除されております。４月１９日現在、１０万単位の感染者数は３０

弱となっております。 

 引き続き、同じ表を使います。次のページ、２ページも併せてご覧くだ

さい。大阪の状況でございますが、２月２８日に大阪、兵庫、京都の緊急

事態宣言は解除されております。この時点で、大阪の人口１０万単位感染

者発生数は、およそ５であります。その後、感染者の増加に伴い、４月１

日には大阪、兵庫、宮城に蔓延防止適用措置が施行されました。また、大

阪の感染者の増加が顕著で、１９日現在の１０万対感染者数は、８０を優

に超える８６となっております。このことは、グラフの数字でご確認をお

願いしたいと思います。ただいま、８０を優に超えると申し上げましたが、

２ページの左上、１９日時点の数字で１０万対が８７.９、９０にも及ぶ

数値にもなっており、関西の他県でも、また奈良県、奈良市でも流行を見

ているということがこの数値からも確認できるところであります。 

 お手元の資料、２ページ、３ページの双方をご覧いただきながら、奈良

県及び奈良市の感染状況をご説明申し上げます。 

 ２ページの囲みのグラフご覧ください。先程申し上げたように、関西の

各県の数値が非常に高くなっております。 

 また、４ページもご覧いただきたいと思いますけれども、陽性者の数が

関東と関西でかなり違います。 

その中の特に、奈良県、奈良市を見ていただきますと、３日から１９日ま

で、ざっと横に見ていただきます。まず、東京です。２０人から３０人に

増えています。中段に示しておりますが、大阪を見ていただきますと４０

人、その値から目を右に動かしていただきますと、９０、１００に近い数

が出ます。奈良県、奈良市を見ていただきますと２２、そして３０を超え

て、右をご覧ください、ずっと右を見ていただきますと、４０を超える、

５０の半ばに達します。数字から見ますと、奈良県、奈良市は、随分高い

数値であると思うところです。 

 関西の多くの県で、一様に感染の流行状況が深刻だと保健所としては確

認しております。 

 資料が、カラーでなくて申し訳ないんですけれども、この５つの指標に

は、また後から触れますが、関西２府４県における新規陽性者の推移です。 

 ５ページをご覧ください。これは一日ごとでございますけれども、関西

２府４県でも、この下の黒い帯で表される大阪が大変多いことが分かって

いただけると思います。大阪が多いとどうなるかと言いますと、その影響

が近隣の県に出ます。鉄道等のインフラによりまして往来が盛んになりま

す奈良県は、実に大阪の感染の状況を受けることが明らかになっておりま

すので、大阪の対策は奈良の対策でもありますし、奈良の対策が大阪から

の流入をどうブロックするかということにつながっているというふうに
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思っております。 

 ６ページご覧ください。 

 近畿の問題は、実は大阪の問題であるということを先ほど申し上げまし

たが、これは７ページで見ていただきますと、改めて分かります。単に人

口９００万弱の大阪府だから感染者が多く発生しているという以上に、人

口１０万単位当たりで見ましても、大変増えておるということでございま

す。大阪がもう９０にもなろうという数だということを、７ページの右上

で確認いただければありがたいと思います。 

 ７ページの真ん中をご覧ください。 

 本年１月の緊急事態宣言発出のときの大阪の数値を超えた数値という

キャプションがございますけれども、これが、実は奈良県でありまして、

奈良県の感染の深刻さは、大阪で緊急事態宣言が発出された数字に優に匹

敵するものだというふうに読み取れるということでございます。 

 ８ページご覧ください。 

 これは、日別によって何人の人が感染しているかということでございま

す。上が奈良県、下が奈良市でございますけれども、奈良県の場合には奈

良市を含んでおります。多いときは、奈良市が県全体の半分くらいを占め

る場合があります。黒く見えますのは、どこから、あるいは誰からうつっ

たか容易に推定ができない、感染源不明のものであり、調査中と公表した

数字でございますが、家族から、あるいは先行する陽性者からうつったこ

とが特定できませんので、市中感染の可能性が高いことから、重要視され

ております。 

 ９ページをご覧ください。 

 このグラフは、１週ごとにまとめてもらいました。２月末、３月見てい

ただけますでしょうか。奈良県、奈良市で、このように発生者が１週間に、

少ないときで２３人とか９人、奈良市に至っては１週間に６人しか出なか

ったというのが３月の上旬にありました。３月８日、１５日の週をご覧く

ださい。１週間で奈良県全体では大体５０人の患者さんが発生しておりま

すが、次の週ですと１４９人、３倍になっております。１４９人が、また

次の週になりますと２９０人ですから、単純に見ますと倍、この２９２人

が、また次の週になりますと、また倍というふうに、倍々で増えていく拡

大の状況が関西２府４県でも見られますので、感染の急拡大、あるいは第

４波というふうに言っていいというふうに言われているところでござい

ます。 

 現状につきましては、後で時間があれば触れたいと思います。どういう

ふうな状況にあるかと申しますと、奈良市の場合、ガイドラインの定めに

よれば、現状はステージ３であり、これは、「感染急増段階」と位置づけ

られるものです。ステージ１と２では、感染の防止と社会経済活動の両立

を前面に出し対策をしてきましたが、ステージ第３に移り、感染の防止に

対策の重点をシフトする認識で各政策を展開するステージになっていま

す。 
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 具体的には、市の施設の窓口制限を含め、感染防止の強化をすることや、

市主催のイベントは原則中止とする場合もあること、市の公共施設は利用

制限を加えた上で運営する、これがステージ３の基本方針であるとガイド

ラインで決めております。 

 現実には、一部指標でステージ４と言うべきものもあるというふうな指

摘もされているところです。 

 奈良県における医療体制の負担について、項目を上げていただいており

ます。資料としては、４ページをご覧いただきたいというふうに思います。 

 県全体で病床等を確保しておりますけれども、今、その病床が幾つ使わ

れているかという数字ですが、これは日々変わり、県のホームページ等も

毎日更新されております。 

 例えば、①医療の逼迫具合につきまして、確保病床使用率というものが

あります。確保病床というのは、県内にあります主立った病院のコロナ専

用の病床でございますけれども、現在、３８５確保されております。この

入院療養者、入院等の治療を受けている人の割合ですが、その値もいろい

ろあります。奈良市、ちょっと数字見えなくて恐縮ですが、３０％台だと

思います。ステージ３であれば４０％というような表も、上のほうの数値

も併せてご覧ください。奈良県は、これ、県全体で指しますけれども、奈

良県はぎりぎりのところで、ステージ４に一部なったりするところもあり

ますけれども、値がとても厳しい方向に向かっている。 

 重症者病床数の欄、ご覧ください。 

 重症者病床数というのは、ＩＣＵと言われますような人工呼吸器を装着

する患者さんが収容される施設であります。これ、県全体では、３０床確

保しております。このパーセンテージが増しますと、重症の患者さんが、

人工呼吸が必要な方がなかなかＩＣＵの施設を利用しにくくなりますの

で、医療の状況、状態が悪くなる、重篤な患者さんが多くなるということ

で、医療の危機性を増すという指標に使われております。これが、現在、

奈良では３６.７、という数値もございます。日々更新されておりますの

で、確認をお願いいたします。 

 療養者数も、今、どんどん増えておりまして、８００人というような数

字がございます。現在、入院しておる方、ホテルに収容されている方、ホ

テルや入院のベッドがないために、自宅待機を余儀なくされている方、合

わせまして、奈良県では９００人弱の数となっており、大変、増えており

ます。 

 ＰＣＲ陽性率。検査の中で陽性になったという方でございます。これも、

上昇している。あと、新規の陽性者数も最近どんどん増えております。こ

の表の一々の説明は、申し訳ありませんけど、ステージ３、ステージ４の

指標をご覧ください。奈良市では、昨日、また一昨日ともに１日で４０人

の公表をしたところです。 

 感染不明の割合も載っておりますけれど、何とか感染経路は追求いたし

まして、市中感染の陽性等につきましては、できるだけ感染経路をはっき
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りさせ、市民の方に安心していただけるような調査を続けてまいります。 

 本市としてどういった感染対策を行うか、もちろん３密を避けること、

正しくマスクを装着すること、手洗いを徹底すること、こういった一見平

凡なことのように見える対策が、現在、最も有効であると考えられ、薬や

ワクチンがまだ出来上がってない段階では、こういった標準予防策と言わ

れる行為を愚直に繰り返すことが大事だと思いますけれども、一方で、さ

らに上乗せの対策を立てるべく対策本部で検討をしているところです。 

 主立ったものを申し上げますと、クラスター対策というものを用意して

おります。院内感染、また福祉の施設等でクラスターが発生いたしますと、

各所で大変多くの患者さんが発生いたします。抗原キット等の検査機器を

用い、素早く広範囲に検査をし、感染の起きた人を迅速に指導等、あるい

は隔離等できるような対策を目指しております。 

 また、飲食店対策であります。飲食店を見回りまして、その業界さんの

ガイドラインをしっかり守っていただけるのか、ガイドラインに準拠して

運営が行われているお店にはステッカー等を配布いたしまして、市民の方

の利用しやすい情報を差し上げる等をしたいというふうに考えておりま

す。 

 コロナウイルスは、検査するとき、一番に鼻咽頭の粘膜を採るというこ

とからＰＣＲ検査が始まりましたけど、現在、唾液でも検査いたします。

唾液検査するといいますのは、要するに唾液にウイルスが入っているとい

うことですので、生活の中で唾液が飛ぶのは大変よくありません。唾液の

一番出るときは何か、くしゃみ、せきとか、そのほかには食事の機会があ

ります。また、大きな声を出すという機会もあります。 

 したがいまして、吹奏楽だとちょっと危ない、オペラだとかなり危ない

というように、唾が飛ぶというのを抑える必要がある。マスクは、その意

味でも感染の予防に重要な対策の一つだというふうに認識しています。 

 また、先ほど申し上げましたベッドやホテルの空きがないために、自宅

で待機することを余儀なくされている方々がいらっしゃいますので、そう

いった方々には食品等のサポート等をしたいというふうに考えておりま

す。 

 また、血中酸素濃度を測るパルスオキシメーターの配付についても準備

ができておりますので、そういった方々を把握し、保健所の職員が確実に

届けることができるように体制を整えております。 

 また、新しい生活様式というものを導入していきたいということでござ

いまして、テレワーク、大都市への通勤による往来、もし自宅でできるん

であれば、そういったテレワークについても促進をしたいという対策を市

として考えている。特に、流行の多い大阪等への往来を軽減するといった

ようなことも考えまして、単に疾病対策でなく、生活様式そのものを見直

しをするような対策についても提言をしながら、新型コロナウイルス感染

症対策を進めていこうというふうに考えているところでございます。 

 長くなりましたが、私からは以上でございます。 
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教 育 長  ありがとうございます。 

 続いて、説明をしていただいて、質問は、後でしていただきます。次は、

保健給食課長から、２０日現在の学校の感染状況の説明等お願いします。 

 

保健給食課長  保健給食課からは、市立学校における新型コロナウイルスの感染状況、

また、感染症対策についてご説明申し上げます。 

 令和３年４月２０日現在の市立学校の感染状況ですが、６１人の感染者

が確認されております。そのうち、児童生徒の感染が４５人となっていま

す。 

 学校における感染症対策といたしましては、各校において、日頃から適

切な感染症対策が実施できるよう、令和２年５月に奈良市立小中学校にお

ける新型コロナウイルス感染症対策指針を作成し、各学校へ指示しており

ます。その後、文部科学省、学校における新型コロナウイルス感染症に関

する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～の変更を踏まえ、

令和２年８月に改定を行い、続きまして、令和２年１２月には臨時休業の

基準や基本的な感染症対策について改定が行われたことに伴い、当市にお

いても令和３年２月に改定を行っており、継続した感染症対策に取り組ん

でおります。 

 協議資料の２ページをご覧ください。 

 奈良市における新型コロナウイルス対策のガイドライン（入口プラン）

の中で、感染段階がステージ４になった場合には、小中学校、幼稚園及び

１号認定こども園は必要な範囲で臨時休業を行うとなっております。 

 市立小中学校の臨時休業の基準や対応を具体的に示したものが次の資

料です。協議資料の１ページと３ページをご覧ください。 

 国の衛生管理マニュアルで、児童生徒の健やかな学びを保障し続けるた

めに、臨時休業を直ちに行うのではなく、設置者が保健所と相談の上、臨

時休業の要否を判断することと見直されたことを受けまして、奈良市立小

中学校における新型コロナウイルス感染症対策指針におきましても、４、

５ページに記載しております臨時休業の基準を変更しております。 

 今回お示ししております資料は、この内容等を踏まえましてまとめたも

のでございます。 

 保健給食課からは以上でございます。 

 

教 育 長  それでは、次は学校教育課長。 

 

学校教育課長  失礼いたします。 

 学校教育課からは、新型コロナウイルス感染症に係る学校での対応につ

いて申し上げます。 

 それでは、協議資料の１ページをご覧ください。 

 文部科学省では、学校における新型コロナウイルスへの感染及びその拡
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大のリスクを可能な限り軽減した上で学校運営を継続していく必要があ

るとして、ガイドラインを作成しております。 

 その中で、地域一斉の臨時休業につきましては、資料の１ページの（２）

の①にありますように、先ほども保健給食課長からもありましたように、

学校における新型コロナウイルスのこれまでの感染状況や特性を考慮す

れば、子供の健やかな学びの保障や心身への影響の観点からも避けるべき

であるとし、当該地域の社会経済活動全体を停止するような場合に取るべ

き措置であるとされております。 

 このことから、資料の４ページをご覧ください。 

 その４ページにお示ししておりますように、市立学校におきましては、

本市の対策ガイドラインのステージが移行したといたしましても一斉臨

時休業を行わず、感染者の発生状況に応じて学級、学年、学校単位で臨時

休業を実施していくこととしております。 

 また、市立学校における令和３年度の学校行事等の方向性につきまして

は、新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、令和２年度の対応を基本とし

ながら、文部科学省の学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛

生管理マニュアルに示されております学校の新しい生活様式の下、児童生

徒の命と健康を守ることを第一とした公衆衛生活動の対応及びＩＣＴを

効果的に活用した学びを止めない取組を継続していくこととしておりま

す。 

 現状といたしましては、新年度は４月６日の小中学校の始業式から始ま

り、令和３年度入学式を、小学校では４月８日、中学校では４月７日、高

等学校では４月１０日に実施をしております。 

 入学式におきましては、内容を簡素化した上で開催時間を３０分程度と

するとともに、保護者を２名以内とすることや、外部からの来賓はなしと

することなどの参加者制限、また、様々な感染症対策を講じながら実施い

たしました。各学校において、保護者の皆様方のご協力の下、混乱なく式

を終えることができたとの報告を受けております。 

 また、感染への不安からやむを得ず登校できない場合や、今後臨時休業

となった場合の学習支援につきましては、一人１台端末を活用しながらオ

ンラインによる学習支援を行うことができるよう、各校において対応準備

を整えているところでございます。既に対象となる児童生徒が在籍してい

る学校では、保護者や児童生徒の希望に応じて授業のライブ配信などの学

習支援を行っているところもございます。 

 さらに、各家庭への連絡につきましては、市全体で導入しておりますメ

ールシステムを活用して新型コロナウイルスに関する情報等を迅速に伝

達できるよう、各家庭による登録のご協力をお願いしているところでござ

います。 

 今後につきましては、学校を取り巻く感染状況によりましては、資料の

４ページにお示しをしておりますように、例えば、教育活動で感染対策を

講じてもなお感染のリスクが高い学習活動の制限や、部活動の活動制限な
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どの感染症対策を講じていくことが必要であると考えているところでご

ざいます。 

 また、感染者の発生状況に応じて、学級、学年、学校単位で臨時休業し

た場合は、資料の５ページにお示しをしておりますような対応例のよう

に、オンラインを活用した学習支援を実施してまいります。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  それでは、地域教育課長。 

 

地域教育課長  失礼いたします。 

 地域教育課のほうからは、バンビーホームのことについてご説明申し上

げます。 

 協議資料の２ページになりますが、本市の対策のガイドライン（入口プ

ラン）のほうでは、バンビーホームについては、ステージ１、２、３の段

階では原則通常運営、関係者に感染者等が出た場合は、当該学校園、これ

はバンビーホームもそうですが、臨時休業ということになっていて、ステ

ージ４になりますと、バンビーホーム、それから保育所等は必要な範囲で

特別保育を行うというのが、ガイドラインということになっております。 

 バンビーホーム、放課後児童クラブですけれども、昨年度の学校の一斉

臨時休業の要請の際に、厚生労働省から自治体に対しては、放課後児童ク

ラブについては、保護者が働いており、家に一人でいることができない年

齢の子供が利用するものですから、原則として開所いただくということ

と、ただし、放課後児童クラブにおいても、感染や予防に最大限配慮する

ことが必要で、児童や職員が罹患した場合や地域で感染が拡大している場

合には、市区町村の判断の下、臨時休業を行うものという考えが示されて

きたところです。 

 本市のバンビーホームにおいては、このコロナ禍の中で、マスク、それ

から手洗い、消毒といった感染症対策をしっかりと行いながら、また、国

の交付金を活用しまして、空気清浄機等の新たな備品や消毒液をはじめと

する感染対策のための物品を新たに確保し、備えを活用しながら現在まで

保育を行ってきております。 

 医療従事者をはじめとする社会機能維持をするために仕事されている

保護者の仕事と子育ての両立支援、それから、おうちで一人でいることが

できない子供たちの安心安全な居場所の確保というところが、バンビーホ

ームのミッションとしてもございますので、今後も、ガイドラインに基づ

きながら保育のほうを継続をさせていただくということになってこよう

かなと思います。 

 ちなみにというところなんですが、放課後児童クラブを休所するという

ことになった場合には、各自治体から県を通じて国のほうに報告をすると

いうシステムになっていて、その状況というのが、厚生労働省のホームペ

ージにも公表されております。令和３年４月８日の時点で、全面休所して
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いる放課後児童クラブというのはないという公表内容になっております

し、その１週間後の４月１５日の時点の放課後児童クラブの休所等の状況

というところを見ますと、全面休所している放課後児童クラブの数は、全

国的に見てたった３つとなりますので、全国的にも、放課後児童クラブの

趣旨であるとか、学校の一斉休業の要請に際した厚生労働省の考え方等に

基づいて、バンビーホーム、放課後児童クラブについては運営をされてい

るというような状況になってございます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  大きな枠組みと専門的な見地からは保健所長から、あと、各課からは、

今取り組んでいる中身でございますけれども、ここから協議をしていただ

くわけですけども、いろいろと分野分野、分けていただくことはございま

せんので、まず、質問等、よろしければお願いしたいというふうに思いま

す。 

 柳澤委員。 

 

柳 澤 委 員  関連するんですけど、どなたにということではないんですけれど、学校

での感染状況が、いわゆる言われているように、飲食等、世の中の話とは

別に、学校での感染状況について、我々、実は報道発表をされたときにど

こどこの学校というように出てるんですけども、全体として見て、どうい

う推移になってるか、先ほど４月２０日現在、６１名が確認されてるとい

うお話が、その６１という数字が何かということを含めて、ちょっと現在

のあるいは奈良市内において特徴的に、エリアとして学校に感染がやや多

い目にあったなというところと、全然ないところもある、その辺まだら模

様かどうか、ちょっと教えていただけたらありがたいです。 

 感染状況の現状を地域で見るとどうなるか。 

 

保健給食課長  保健給食課でございます。 

 感染状況につきましては、児童生徒等におきまして家庭内感染が多くご

ざいますというのが傾向となっております。 

 地域までは、ちょっと調べができてはいないんですけれども、家庭内感

染というところで把握をしております。 

 

柳 澤 委 員  それはやはり次第に、先ほど所長さんからは増加しますというお話があ

ったんですけど、学校でもそういう傾向で増えているということですね。 

 

保健給食課長  そうですね、陽性者の出てきている中で見ますと、家庭内感染による感

染というところ多くございます。 

 

柳 澤 委 員  ありがとうございました。 
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教 育 長  ここはあれですね、４月１日からは、今は全体で６１人ですね、４月以

降に２１人ですので、４月以降の割合が増えているということと、この間

も、これは手調べですので、これはきちっとしたデータとは言えませんが、

今、課長が申しました家庭内感染が多いというところは、この４月の最新

のデータでもって、小学生と中学生の約７５.６％が家庭内であると。そ

のうち、報告のあったものを分析しますと、約８０％ぐらいが親が、両親

というんですかね。それから、１０％程度が同居する祖父母ですかね、そ

して、兄弟は数％というような報告から私が拾ったものですので、大まか

な感じですので、それが確実なデータとは言えませんが、傾向はそういう

ことであろうと。 

 それから、地域性について、今、課長も、きちっと調べてないんですと

いうことですが、都心部というか、人の多いとこだけが出てるんですかと

いう質問に単純に換えますと、そうではなくて、やっぱり山間地にもない

ことはないということですので、それがいわゆる経路をたどっていったと

きの特徴をどう捉えるかは、ちょっと今のところ私見としてはそういうふ

うに見ています。保健所長の専門的にどう見ていただいているか、何か、

保健所長、ご意見ありましたら。 

 

保 健 所 長  地域的にどこの地域が多いか少ないか、分からないんです。 

 今、教育長から紹介いただきました家庭内の感染が主で、家庭内で感染

した方が登校した場合、生徒さんがほかの生徒さんにうつすかどうか問題

ですが、そういう実態はとても少ないと思います。 

 席が近いとかそういうのも可能性が高いと思われていますが、我々が調

査のときに必ずしておりますのは、クラブを一緒にやっている、吹奏楽と

か、そういう息を、唾の出るといったようなクラブであるときに、関心を

持って調べております。スポーツ系のクラブ活動ですと、スポーツそのも

のより前後の更衣室であるとか、談笑などで唾が飛ぶというようなことも

ありますので、スポーツジムなんていうのもそういうふうに調べたりお尋

ねしたりするんですけど、学校でもクラブをやっているという場合には、

更衣室ではどうでしたかというようなことを調べたりします。 

 生徒さんもそういうふうにお尋ねしますけども、教職員の方にも同様の

ことをお尋ねしているというようなことで、申し上げたいと思います。 

 全て言えたかどうか分かりませんけれども、以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 地域性については、何も根拠がないということで、特徴がないというこ

とでございます。 

 ほか、ご質問等ございますか。 

 梅田委員、お願いします。 

 

梅 田 委 員  変異株の広がりということが非常に指摘をされている中で、テレビ等で
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あったりそのほかの情報からは、低年齢の層に対しても広がりが懸念され

る部分があるのではないかなどというふうな情報も聞こえてはまいりま

すけども、変異株について、感染の特性についてどのようなことが分かっ

ているのかということを改めてちょっと教えていただければということ

が、まず、１点です。 

 踏まえて、そういう状況の中にありながら、先ほど保健給食課長のほう

からは、学校に対する通知としてどのようなものが下りているかというふ

うなことを説明していただきましたけれども、継続してどの学校において

も危機感を持って取り組まれている状況であるのかどうなのかという、そ

このところを確認をさせていただければと思います。 

 

保 健 所 長  変異株について申し上げます。 

 ウイルスは必ずだんだん変質するということでございまして、コロナウ

イルスも研究が進むにつれまして、イギリス株、ブラジル株、南アフリカ

株というようなものが出てきたというふうに言われております。 

 ただ、その特徴というのは、より分裂しやすい、より生存力が強いとい

うのもあるんでしょうけれども、例えば、英国株ではこういった特徴があ

るように聞いております。従来の株と比較して、感染力がやや高そうだ、

１．３倍強いとか１．７倍強いとかいう情報もある。また、従来株の感染

で獲得していたとすれば、その免疫は有効である、したがいまして、変異

株に感染された方も、今は同じような治療基準を満たして、変異株につい

ては治癒したという診断基準が、また使われております。ワクチンの効果

も期待できる。 

 それと、とても気になるところだと思いますけれども、この変異株だと

重症化リスクが増すのではないかということで、この変異株で重症化する

患者さんが多いのかどうかということにつきましては、まだ国において、

国の研究として評価を進めているというようなことでございまして、不明

だと、研究の最中だということで、その結果が待たれるところだというこ

とです。 

 あと、変異株に対してどういう対策を打てばいいのか、これもまた愚直

に３密を避ける、マスクをしっかり装着する、手洗いを増やす、不要不急

の往来を避ける、ウイルスにできるだけ触れないような生活をしていただ

くということで防ぐしかないということ、また、ワクチンについては、順

番が回ってきた際にはぜひお受けいただきたいというふうなことで、当所

のほうでは考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 畑中委員。 

 

畑 中 委 員  ありがとうございます。 

 今、いろいろと説明を聞かせていただきまして、昨年来から、奈良市で
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も独自の対策本部会議というのを設置されて、ガイドラインも作成されて

いると。教育委員会においては、感染症対策指針というのを、そのときの

状況によって改定もされながら作成されているということで、本当に学校

における学びの場というのがしっかりと確保できるように、今、現実とし

て対策を取られているところだなというのは改めて実感しております。 

 保健所長からもお話があったんですけれども、平凡に見えるようで、有

効な対策ということで、３密避けて、マスク、手洗いというの、これ、学

校の現場においては、こういうことは本当に子供たちや先生方の意識とい

うのがしっかりしていて取り組まれている結果、今現状では学校で感染が

拡大していないということにつながってきているのかなというふうに思

います。 

 お話の中にはありましたけれども、家庭内感染ということのみで、奈良

は特にやっぱり大阪の影響を受けやすいというのも致し方ないところで

はあると思うんですけれども、もう一度改めてやっぱり保護者に向けて対

策をしっかり取っていくということを、周知というか、知らせていく必要

があるなと感じております。学校が安全であるかどうかというのを保護者

が心配するだけでなくて、安全な場所を、家庭も保護者も一緒になってつ

くっていく、そこへ子供を送り出していくというような考えがやっぱり大

事になっていくのかなと思っています。 

 あと、ちょっと２点ほど質問させていただきたいんですけれども、部活

動のことについて、競技の練習だけでなく、更衣室でのというお話もあり

ましたけれども、体育会系に限らず、一概に部活動の制限というのはなか

なか難しいところで、様々な練習方法があったりですとか練習の場所とい

うのも、あと考えられるところではあると思うんですけれども、もう少し

具体的に部活動に関して何か指示を出されているようなところがあるの

かというのもお聞きしたいと思います。 

 それから、もう一点、給食なんですけれども、子供たちにとってこの給

食というのは、食育ということはもちろん大事ですけれども、給食を取る、

食べるということは、本当に子供にとっても大事なところだと思うんです

けれども、特に今、飲食ということに関して、そこも現在すごく気を遣っ

て、給食時の対策というのが取られていると思うんですけれども、現状、

どういったところに特に留意されて、きちっと指導を行われているかとい

うのを、ちょっと確認の意味でもう一度聞かせていただきたいと思いま

す。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 今、畑中委員から２つ、部活の指示と、給食の指導ということでござい

ます。 

 大変、梅田委員、失礼しました。先ほど学校が緊張感を持って取り組ん

でいるのかという現状をお聞きでしたので、そこのところ、学校教育課長、

保健給食課長、お願いします。先、梅田委員のご質問から。 
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保健給食課長  保健給食課です。 

 学校が緊張感を持って取り組んでいるかというご質問についてなんで

すけれども、現在、児童生徒等、陽性者が出た場合に、学校においての行

動記録であったりというところ、確認をしてまいります。その際に、最初

の頃でしたら、換気ができてなかったりということもあったんですけれど

も、最近調査をいたしますと、全員マスクを必ずしている、手洗いも徹底

されている、換気もほぼ徹底されている状況というような報告を各学校か

らいただいております。 

 このことからも、緊張感を持って学校できちんと対策を取っていただけ

るというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  何かそれに対して、よろしいですか。どうぞ。よろしいですか。 

 

梅 田 委 員  はい。 

 

教 育 長  それじゃ、畑中委員の部活動の指示というところとか対策、学校教育課

長。 

 

学校教育課長  失礼いたします。 

 部活動につきましては、まず、全体的には、活動時間に関することとい

うことで、現状の状況では平日９０分以内に、休日２時間以内に、大きな

枠組みであったり、それから、県をまたいでの練習試合等の禁止であると

いう大きなことは示した上で、それ以外のこととしましては、やはり各競

技団体からガイドラインというのが出ておりまして、それを参考に、例え

ば柔道、そして剣道などの対人でする競技の場合の注意点であったり、そ

れから、先ほど出ております吹奏楽や、それから合唱という場合、それら

を実施する際の生徒同士の距離の取り方などについては、そちらのガイド

ライン、それから国の指針などを踏まえて実施するようにということは、

こちらから通知をしているところでございます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  給食等の指導等について。 

 保健給食課長。 

 

保健給食課長  給食につきましてですが、基本的なことにはなるんですけれども、給食

前後の手洗いの徹底、また、配膳、お当番さんの児童生徒、また教職員の

方の健康チェックを改めてしていただくなど、その部分を徹底していただ

くように、通知のほうはしております。 

 また、食べる際なんですけれども、机を向かい合わせにせず、前を向い
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て、おしゃべりをせずに食事を取るというところの指導をいただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  都築委員、お願いします。 

 

都 築 委 員  学校現場でも緊張感を持って取り組んでくださっているということで

すが、入学式も３０分程度でというようなスタイルで実施された。学校内、

様々な行事を含め教育活動があると思うんですが、そうした行事、遠足で

すとか修学旅行、そして、今、ステージ３から４にという厳しい状況にあ

る中で、今日頂いた協議資料の４ページ、感染症対策を講じてもなお感染

のリスクが高い学習活動の例というところですが、ここに関しては、今、

どの程度実施されているのか、いや、ここはもうやっていませんよという

ところがあるのか、そこの学校の実態を聞かせていただくことと、そして、

保健所長からは、そういう学校行事、そして、ここに列記されていますよ

うな学習活動ですね、吹奏楽、コーラス、なかなか厳しいというお話があ

りましたけど、今後、特にこの中で注意すべきような点がありましたら、

アドバイスいただければと思います。 

 その２点、お願いいたします。 

 

教 育 長  それでは、学校教育課長。 

 

学校教育課長  失礼いたします。 

 学校に対しましては、まず、４月５日の日にちで、学校のほうには通知

を出しておりまして、その中では、感染リスクの高い教育活動についてと

いうことについては、感染状況などを踏まえた状況と、あとは各学校の規

模、そして子供の実態等がございますので、そのあたりをしっかり踏まえ

た上で慎重に検討をするようにという、まず、指示をしております。 

 その中で、例えば、今の状況であれば、グループワーク等、マスクをし

ていてもやはり近距離で一斉に大きな声を出すような活動を避けたり、そ

れから、教科で言いますと家庭科の調理実習、それから飲食を伴うような

活動というのは避けるようにという、そういうふうなことについては、各

学校で進めているというところでございます。 

 以上です。 

 

教 育 長  保健所長。 

 

保 健 所 長  ご質問いただきました吹奏楽やコーラス、どうしても息を吐くというこ

とで、唾とか息の飛ぶような活動になってしまいますけれども、人間はや

っぱり唾が出るというのは、ある意味やむを得ないことでございます。 

 こういったクラブ活動につきましては、距離を取って、人と人の間隔を
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空けていただく、あるいは換気をしていただく、そういったことが大事だ

と思います。それと、無駄口をたたかないといいますか、不必要な発言を

控える、練習そのものに集中してやっていただくということが大事なんで

はないかというふうに思います。 

 この市役所のエレベーターの中のも、何か今は外国人の方も、英語で書

いてある、プラクティス・ソーシャル・ディスタンシングと、間隔を置く

ということ、それから混み合わない、アボイド・クラウディングと、オー

バークラウディングと書いてある。これは、クラブでも同じでございます。

距離を置く、混み合わないようにする、無駄口をたたかない、そういった

ことで練習に集中してやっていただくことが、こういったクラブ活動で感

染を防ぐということの一つ重要な点かと思います。 

 それと、そもそもコロナウイルスに感染していない方であれば、十分練

習していただけると思う。自分がコロナにかかっていないということを、

いろんなことで調べていただきたいと思うんですけど、例えば、毎日熱を

はかる、ふだんやっておると思うんですけども、そういった事を徹底して

やっていただく。ちょっとおかしいなというだけでも、慎重な行動を取る

と。そういった、何々をするということももちろん大切ですし、全体的に

姿勢や方針そのものも感染症対策に当たるということも大事なのかなと

いうふうに思います。 

 若い方では特に症状がないというのがコロナ感染症の特徴であります

ので、個人が、またご家庭が、またクラス等、学校等、いろんな所属する

単位で感染症に関心を持っていただいて、気をつけていくということが、

今、一層重要なのかなということも言えることです。 

 以上です。 

 

都 築 委 員  屋外での活動というのはどうなんでしょうか。屋外で取り組む運動会で

すとか、それから、遠足ですとか、そういうものはどうなんでしょうか。 

 

保 健 所 長  屋外につきましては、まずご心配はないんだというふうに私は思ってお

ります。この部屋の方が心配だったりします。 

 ただ、中にはやっぱり気にされる方がいて、ジョギングするときも、運

動するときにマスクをされている、むしろマスクすることでスポーツその

ものが、エクササイズそのものがつらくなるところもあるのかもしれない

と、私は気にするんですけれども、基本的に外については、通常の活動を

していただくと思っています。 

 ただ、やっぱり知ってる方と一緒であっても距離を置くということ、そ

れから、水分を補給したり、あるいは終わって更衣室で着替えをしたり、

その後、飲食をしたりする、そういった活動で感染する事例もありますの

で、今言われてように、屋外で大丈夫なんですけども、それに付随する室

内の活動に一層気をつけていただかないといけないということを前提に

して、私の意見として言わせていただきたいと思います。 
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教 育 長  ありがとうございました。 

 梅田委員。 

 

梅 田 委 員  先ほど、学校の新しい生活様式として、欠席をせざるを得ない状況にな

った子供たちに対して、もう既にライブ配信であるとかということももう

行っているというふうなご報告もいただきましたけれども、陽性の子供た

ちが出たときには、学校のほうは、全部または一部を臨時休業して、そし

て、必要な範囲にとどめた形での臨時休校の中で、必要に応じてオンライ

ンでの学習の必要性についても検討を進めているという状況だと思いま

すが、今後、どのような学校においてもそのような状況が起こり得るとい

うことを考えたときに、学校におけるワン・ツー・ワンという環境は整っ

ているものの、それをきちんと家庭のほうに届けるという、その体制が整

っている状況にあるのかということと、併せて、家庭においてそれを受け

取るというふうな環境にあるかどうかという確認がどの程度までできて

いるのかということを教えていただければと思います。 

 

教 育 長  学校教育課長。 

 

学校教育課長  欠席をせざるを得ない子たちということで、昨年度からその対応をして

おりまして、昨年度は、Ｗｉ－Ｆｉの環境がご家庭にないおうちにつきま

しては、全てＷｉ－Ｆｉのルーターを貸出しするという形で進めておりま

して、今年度も引き続いてその体制で進めております。 

 そして、今、ちょうど新１年生、そして新中学１年生の学年につきまし

ては、タブレットと、それからＷｉ－Ｆｉルーターの確認をして、ご家庭

のほうに渡していくということを、今、ちょうどその作業をしているとこ

ろで、もう今週にはその部分ほぼほぼ整っているということで、先週の頭

ぐらいからルーターの貸出しは同時進行で進めているという、そういう状

況でございます。 

 以上でございます。 

 

梅 田 委 員  ありがとうございます。 

 

教 育 長  それでは、限られた時間でございますので、協議事項はこれで終わらせ

ていただきたいんですけど、今、保健所長がおっしゃったように、今まで

やっていることをもう一回きちっと、手洗いも含めて、今、学校は緊張感

を持ってやっているが、学校はこういう感染リスクの高いものについては

しっかり、文書を出したということですが、先般、学校長には、現場を見

て、どうしてるんだということを管理職の目で確かめなさいということの

指示をしております。 

 それから、畑中委員から、保護者への啓発ということでございましたの
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で、これについても、今、新しいメール配信システムが全校に行くように

なっておりますので、桜メールですが、金曜日の夜に、奈良市の教育委員

会として保護者の方に、今までしっかりやっていただいてることに感謝を

申し上げながらも、今後のさらなる拡大を予防して、子供たちの学びの活

動を止めないためにも、保護者とも皆さんで改めてお願いしますというよ

うなことを配信し、それをまたホームページに上げているというところで

ございます。 

 そういう啓発をきちっと、家庭内の感染も多いという傾向から含めて、

ご家庭での防止対策も併せて教育委員会としてはやっていくというふう

に思っています。 

 今後、対策本部会議で最終決められるラインに沿って、私たちはこのさ

らなる感染症の拡大防止に向けて取り組んでいきたいというふうに思っ

ておりますので、協議はこの程度とさせていただいてよろしいでしょう

か。 

 保健所長、どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして、請願審査を行います。 

 請願は、請願法第５条による請願は官公署においてこれを受理し誠実に

処理しなければならないとされております。したがって、教育委員会では

このことを受けまして、本日審議を行いたいというふうに思います。 

 それでは、まず、請願第１号 「奈良市立小中学校の臨時休業その他の

適切な措置を求める請願」の概要について、請願内容の主管課である保健

給食課より報告をお願いします。 

 

保健給食課長  報告いたします。 

 本請願は、奈良市議会議員、三橋和史氏より、令和３年４月６日に奈良

市教育委員会宛てに提出されたものでございます。 

 請願の要旨につきましては、新型コロナウイルス感染症のさらなる感染

拡大を防止し、児童及び生徒をはじめ市民等の生命を守るため、奈良市立

小中学校の臨時休業その他の適切な措置を求める請願であります。 

 なお、請願理由につきましては、お手元配付の請願書のとおりでござい

ます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  このことについて、ご質問等ございませんでしょうか。 

 それでは、提出された請願書について、請願内容の主管課である保健給

食課より、事務局としての見解を述べてください。 

 

保健給食課長  文部科学省の新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営

のためのガイドラインによって、臨時休業の実施の考え方が次のように示

されています。 

 （１）児童生徒等や教職員の感染が確認された場合。児童生徒等や教職
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員の感染が確認された場合、直ちに臨時休業を行うのではなく、感染者の

学校内での活動状況を踏まえ、保健所に臨時休業の実施の必要性について

相談する。学校においては、校長が、感染者及び濃厚接触者を出席停止と

する（教職員の場合には出席させない扱いとする）が、これにとどまらず、

学校の全部または一部の臨時休業を行う必要があるかどうかについては、

設置者が保健所の調査や学校医の助言等を踏まえて判断する。学校内で感

染が広がっている可能性が高い場合などには、その感染が広がっているお

それの範囲に応じて、保健所等と相談の上、学級や学年単位など必要な範

囲にとどめる。 

 地域の感染状況を踏まえた対応として、学校教育活動の継続。地域の感

染状況により警戒度を上げなければならない場合であっても、地域一斉の

臨時休業については、学校における新型コロナウイルスのこれまでの感染

状況や特性を考慮すれば、子供の健やかな学びの保障や心身への影響の観

点からも避けるべきである。 

 特に、小学校、中学校については、現時点で家庭内感染が大部分である

ことを踏まえれば、地域一斉の臨時休業は、当該地域の社会経済活動全体

を停止するような場合に取るべき措置である。 

 中学生、高校生については、地域の感染状況に応じて、まずは、例えば

マスクを着用しないで行う感染リスクの高い活動を一時的に制限するな

ど、生徒の発達段階に合わせた柔軟な対応を検討すべきである。 

 地域の社会経済活動全体の停止や制限に合わせて学校の臨時休業を延

長する場合にも、例えば、時差登校や分散登校、オンライン学習等の可能

性を積極的に検討し、学びの継続に取り組むべきであるとされています。 

 そのため、奈良市教育委員会の見解として、子供の健やかな学びの保障

や心身への影響の観点から、奈良市立小中学校の臨時休業について、一斉

には行わず、各校の感染状況に応じ、学級、学年、学校単位での臨時休業

を検討し、オンライン学習等の必要な措置について検討します。この判断

については、学校に一任せず、保健所の指導を仰ぎながら実施していくこ

ととします。 

 また、各校に対し、協議でもご説明いたしました次の事項について、指

導を徹底いたします。 

 体調不良者が発生した場合の対応といたしまして、発熱など風邪症状の

ある児童生徒等の出席停止の決定、同居家族に体調不良者がいる場合の児

童生徒等の登校に関する考え方に沿った対応。 

 基本的な感染症対策の徹底といたしましては、学校教育活動において、

児童生徒及び教職員は、身体的距離が十分取れないときはマスクを着用す

ること、マスクを外す場合には近距離での会話を控えること、感染リスク

の高い活動の回避、としております。 

 換気、教室内のレイアウトの工夫といたしましては、常時２方向の窓を

同時に開け、換気を行う。また、換気をすることに加え、教室内湿度を適

度に保つこととしております。 
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 学校給食の対応といたしましては、給食前後の手洗いの徹底、配膳当番

の児童生徒の健康チェック、また、机を向かい合わせにせず食事を取るこ

となど等、新型コロナウイルス感染症対策について指導するとともに、そ

の他、新型コロナウイルス感染症対策のために関係する事項についても、

文部科学省や奈良県の通達、新型コロナウイルス対策本部会議での決定を

注視し、保健所長の助言、指示を求め、緊急事態に備え万全を期す次第で

ございます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  今、所管課の考え方を示されました。 

 そのことについて、教育委員会として、今日の請願については本日採否

を決定いたしたいと思いますので、これに当たり、委員の皆様のご質問、

ご意見等よろしくお願いしたいと思います。 

 畑中委員。 

 

畑 中 委 員  私自身は、今、課長からお話があった見解について賛同するところです。 

 現状では、小中学校の一斉臨時休業というのは行わずに、もちろん今後

の感染の状況を見たり感染発生者の状況を見た上で、各校で、おっしゃっ

たように、学級、学年、学校単位での休業ということは当然検討していく

べきことだと思います。 

 ちなみに、今後状況が変わって、感染が拡大する、学校においてクラス

ターが発生するというようなことがあれば、ここはもちろん一斉の臨時休

業ということも検討していくべきだとは思っております。 

 ただ、先ほどの説明もありましたように、現状、学校での感染というの

はほとんど認められていない、家庭内の感染が多いということを考えた

ら、それから、あとは何といっても子供たちの学びの場の確保ですよね、

ＩＣＴの、先ほどお話も出てきましたけれども、コロナ禍において休業中

の子供たちの学びの保障であったり、先生方とのつながりを保つためにＩ

ＣＴを有効に活用していく、これは本当に非常に大事なところだと思うん

ですけれども、それとともに、改めて学校の大切さというのも、今回、子

供や保護者、先生方というのは実感されてると思います。 

 そういったことを考えて、子供の学びの場を簡単に奪うべきではないで

すし、しっかりとその学びの場を確保していくという意味で、今後、やっ

ぱり引き続き学校における感染拡大を防ぎながら、学校運営を継続してい

く、こういう考えでいけばいいと思います。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 その他、ご意見。 

 梅田委員、お願いします。 

 

梅 田 委 員  先ほどから説明がありましたように、コロナ禍における学校の教育活動
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の臨時休業を行うということについては、１つは、子供や教師陣の感染が

確認されたとき、もう一つは、地域の社会活動全体を停止するということ

までの大きな措置が取られたときという、この基本的な考え方に沿って、

やはりそこは進めるべきだろうというふうに思います。 

 先ほどからの様々な説明をしていただいた中でも、医療体制の逼迫に対

する要因ということが、学校の教育活動による影響が非常に大きい、それ

のみが非常に大きいという、そうではなくてという話でもありましたの

で、学校においても、まずは命を守る対応は、これはもちろん必要ですけ

ども、それと同時に、命を守る対応と併せて健やかな学びと育ちを保障し

ていくということが、これはもう欠かせない必要なことだろうというふう

にも思います。 

 １年前の全国一斉の臨時休校において、子供たちが受けた不安感という

のは非常に大きなものがやっぱりありました。感染状況が緩和されるまで

というふうに言われつつも、２か月以上、いつになれば学校に行けるか分

からない状況が続いた中で、体調がおかしくなったり、昼と夜が逆転して

しまったり、いらいらしたりとか、自分だけが勉強できなくなるんじゃな

いかというふうな不安だったりとか、多くの子供たちは体力が劇的に落ち

たという、それも現実でもありました。 

 学校再開後、徐々に安心感を取り戻していく取組というのが、各学校は

もう懸命に行っていったわけですけれども、中には不登校傾向となった子

供もやはりいるというのも現状で、自分の学校で陽性者が出てない、地域

としてもまだそれほどでもという状況の中で、一斉の臨時休業となれば、

その段階においても、あのときの自分の状況を思い出して、非常な不安感

をやはり大きく持つということも少なくはないのではないかと思います。 

 命を守る対応、それは必要ではあるけども、両面をしっかり見ながらで

判断していく必要があるのではないのかなと。現状においては、まだそこ

まで動く少し手前ではないかというふうに考えます。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 ほか。どうぞ。 

 都築委員。 

 

都 築 委 員  私もやはり一斉臨時休業ではなく、感染者の発生状況ですとかあるいは

学校の状況、そういうものをきちっと踏まえて、保健所とも丁寧にきちっ

と話合いをして柔軟な対応を取っていくということが大事だと思います。

それぞれのケースを丁寧に見て、相談して、どうしていくかというのを徹

底していくのがよいのではないかと思います。 

 それと、子供たちの、特に心身の健全な成長ですよね。今も、まだいつ

学校が休みになるんだろう、前みたいに学校行けなくなるんじゃないかと

いうことで、非常に不安感を持ってる子もいるというふうに聞きます。で

すので、今、医療現場が逼迫しているという話もありましたが、命の大切
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さという話もありました、そういうことも、やはり子供たちにはきちっと

説明をして、そういう現場で働いている人もいると、その中で、私たちも

一緒に頑張っていこうねというような、そういう一つの教育の機会という

ことも考えられると思います。 

 ですので、一斉に休みにするのではなくて、これを一つの、本当に学習

の機会として子供たちとも共に話し合い、進めていくようなことがあって

もいいと思います。子供というのは日々成長しているわけですから、大人

の１週間と子供の１週間の重みは違うわけでして、全く学校に行かなくな

るというのは、やはり健やかな成長という面ではあっても、大きなマイナ

スになると思います。 

 人とのつながりというのは、もう学校に行かなくなると途絶えてしまう

わけですよね。やっぱり人とのつながりを何とかしてずっと継続していく

というのも、子供たちにとっては大事なことだと思いますので、臨時休業

に当たってはきっちりとした丁寧な対応を持って、休業するときは休業に

踏み切るというような対応をしていくべきかと思いました。 

 

教 育 長  ありがとうございました。 

 柳澤委員。 

 

柳 澤 委 員  私も、請願の一斉休業に入るということについては、反対ということに

なります。 

 ただ、シームレスに状況が変化しますので、ステップで確実にこういう

切り分けができないというのが感染症ですので、やはりまず学校で止め

る、止めるというのは、感染の疑いと、実際に結果が出たら１日、２日と、

いわゆる休業されてるわけですけれど、これが各学校単位でどれくらい違

うのかなと先ほどお伺いしたかったんですけども、それがやはり耐え難い

というふうな状況であれば、やはり学校単位の休業、それから一斉か、そ

れはまだ少し先の話になるかと思います。 

 家庭内感染のペースですので、それがこのまますっと落ち着いていくの

か、危惧されるところであるので、やはり校長先生と教育委員会との連携

といいますか、先ほど感じたのは、いろんな方策を通達していますという

お知らせというのがあって、実際にはこんな発生状況でこうなったという

事例報告を、校長先生の中ではシェアしていただくと、学校全体、教育委

員会も。そうすると、改善する余地が、よりはっきり見えてくるのかなと

思います。 

 何とか個別の感染発生状況で抑え込むというか、耐え切れるというか、

そのあたりで、やはり１週間に１回、少なくとも以上は状況判断をフィー

ドバックしていただくような形で、これは当然上位組織があるでしょう

し、教育委員会の中ではしっかり見ていただいて、どうも危ないとなると、

それはもう躊躇することなくはっきり次のステップに入るということで

すね。 
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 今の段階で、私も、一斉休業ということのデメリットのほうがはるかに

大きいというふうに思いました。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 それでは、請願第１号 「奈良市立小中学校の臨時休業その他の適切な

措置を求める請願」について、採決を行います。 

 各委員の皆様からは、学校で頻発にクラスターが起こるようなことがあ

ればというような、今、柳澤委員の、刻々と変化する中では今後そういう

対応も必要であると思うが、現時点では家庭内感染が大部分であること

と、また、継続的に教育をしっかり受けていく学びの保障と、それから子

供たちの不安感があったようなそういうことにならないように、子供の健

やかな成長を保障していくためにも、学校における感染の拡大のリスク

を、今まで議論しました、協議しました、可能な限り低減した上で、学校

運営を現在のところは続けていく必要があるのではないか、また、奈良市

の対策本部の指針のとおり、現在は小中学校の一斉休業は行わず、各学校

の感染状況に応じて学級、学年、学校単位で必要な範囲で臨時休業を実施

することがよいのではないかということでございます。 

 ですので、臨時休業の必要な範囲、学年、学級、学校等の段階ごとに行

い、現段階では、奈良市新型コロナウイルス対策本部の指針に基づき、ガ

イドラインに基づきまして、ここにある一斉の休業を行うものではないと

の判断により、請願趣旨及び理由の中の、「感染状況が緩和され、又は奈

良県における医療体制の拡充等が行われるまでの期間、学校保健安全法第

２０条に基づき、奈良市立小中学校を臨時休業にすること」を除き、本請

願の趣旨に賛同して、教育委員会としては採択をするということでよろし

いでしょうか。 

 それでは、請願第１号については、採択することと決定いたしましたの

で、ご異議ございませんか。 

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  よって、請願第１号は、さきに述べた行を除き、採択をすることに決定

をいたしました。 

 委員の皆様のご指摘もありましたように、感染対策に万全を期するとと

もに、今後は、奈良市の新型コロナウイルス対策本部会議の決定に従い、

しっかり対応していくということで進めたいと思います。 

 続きまして、請願第２号 「新型コロナウイルス感染症急速拡大に係る

緊急請願」の概要について、請願内容の主管課である保健給食課長より報

告をお願いします。 

 

保健給食課長  保健給食課より報告させていただきます。 

 本請願は、三橋夕貴氏より、令和３年４月１５日に奈良市教育委員会宛
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てに提出されたものでございます。 

 請願の要旨につきましては、新型コロナウイルス感染症のさらなる感染

拡大を防止し、奈良市が感染対策をさらに進めるため、奈良県内の感染者

や感染ルートなど詳しく分析したデータを定期的に奈良県に対して提供

を求めていくなど、情報共有を推進するとともに、県民、市民の生活のさ

らなる安全安心に向け、県市の関係機関が一丸となって具体的かつ効果的

な蔓延防止対策に取り組むよう求める請願であります。 

 なお、請願理由につきましては、お手元配付の請願書のとおりでござい

ます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  このことについてご質問等ございませんか。 

 それでは、提出された請願書について、請願内容の主管課である保健給

食課長より、事務局としての見解を述べてください。 

 

保健給食課長  これまでも新型コロナウイルス感染症に関する情報や対策については、

県市が協力し取り組んでまいりました。その上で、教育委員会といたしま

しては、先ほどの教育現場や請願第１号でご説明差し上げた対応を取って

おります。 

 変異ウイルスが拡大している現状があることからも、奈良市の新型コロ

ナウイルス対策本部会議の決定を重視し、今後は、より一層奈良市の保健

所を窓口とし、感染者数や感染ルートなどを詳しく分析したデータ等、奈

良県とも情報共有を図りながら、具体的かつ効果的な対策を行ってまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  今、事務局より見解を述べましたが、教育委員会として、この請願につ

いて本日採否を決定したいと思っています。 

 ご質問、ご意見等ございましたらよろしくお願いいたします。よろしい

でしょうか。 

 教育委員会としては、県ということは保健所が窓口ですから、教育委員

会としては奈良県教育委員会と連絡を取り合って、対策等、又意見をいた

だいたりしている、そういう部分もあるんですね。どうですか。そういう

ことも、奈良県教育委員会とやり取りはしてますか。 

 

保健給食課長  はい。 

 

教 育 長  それでは、特に意見がないということでございますので、請願第２号 

「新型コロナウイルス感染症急速拡大に係る緊急請願」について採決を行

います。 

 本請願について、保健給食課長からも見解もあったとおり、奈良市と奈
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良県が密に連絡を取り、具体的かつ効果的な対策を取る必要があります。

教育委員会として、新型コロナウイルス対策本部会議の決定に従い、蔓延

防止対策を講じてまいりたいというふうに思っております。 

 本請願の趣旨に賛同し、採択することにご異議ございませんか。 

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  それでは、請願第２号については採択することと決しまして異議なしと

いうことで、請願第２号は採択することに決定をいたしました。 

 これで、非公開を除く本日の案件は終了いたしました。 

 保健所長、ありがとうございました。                
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教 育 長 

 

 

 

非公開案件 

 

 

 それでは、これより非公開の案件に入ります。 

 議案第４号 「奈良市立学校設置条例の一部改正について」、教育政策

課長よりお願いします。 

 

この審議は、奈良市情報公開条例第２９条第２号の規定により非公開と

する。 

 

教育政策課長 議案第４号「奈良市立学校設置条例の一部改正について」、教育政策課

長より概要説明。 

 

＜異議なし＞ 

 

 本件については、原案通り可決した。 

  

教 育 長  これで、本日の全ての案件は終了いたしましたが、そのほかに何かご意

見、ご連絡等ございませんでしょうか。 

 次回定例委員会の日程は、５月の定例教育委員会は、５月１８日火曜日

１０時からを予定しておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 これをもちまして本日の定例教育委員会を閉会いたします。 

 本当にありがとうございました。 

 


